
 
 

１．学校種・学年・科目名・単元名 

   中学校・１年・理科第一分野・「身のまわりの物質」 

 
２．単元の目標 

 ・身のまわりのさまざまな物質に興味・関心をもち、物質のもつ基礎的・基本的な性質を理解すると

ともに、物質を区別するための実験における基礎的操作や技能を身につける。 

 
 
３．生徒観 

 ・入学時にとったアンケートでは、「理科が好きか」という項目で「好き」と「きらい」という割合は

同じぐらいであった。しかし、「理科はおもしろいか」という項目では、「おもしろくなかった」と答

える生徒が多かった。また、物知りな子は多く、発問に対する答えはよく返ってくるが、もう一歩踏

み込んで「どうしてそうなるのか」と問うと思考が停止してしまう状況が見られる。物事をじっくり

と考え、道筋を立てて物事を考えることが苦手な生徒が多い。 

  

 

３．「理科ねっとわーく」活用のポイント 

 
  【実験・観察の説明】 
    気体発生、捕集、気体の確認等、実験の器具操作手順をはじめ、実験の目的、注意点などを 

   説明する手がかりとする。 

 

 
  ＜利用コンテンツ名＞ 

   「これで完璧！実験の基本２００」 (http://www.rikanet.jst.go.jp/contents/cp0100a/start.html) 

 

 

 

 

 

 

「身の回りの物質を色々な角度から見てみよう」 
 （http://www.rikanet.jst.go.jp/contents/cp0140e/start.html） 
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４．指導計画（２６時間扱い・本時８／26） 
  ①いろいろな物質とその性質（５時間） 

  ②いろいろな気体とその性質（６時間・本時３／６） 

  ③物質の状態の変化（５時間） 

  ④水溶液の性質（10 時間） 

 
※空気の組成や発生した気体の集め方、その集め方の特徴については学習済みである。 

前２時間で、「いろいろな気体についての性質」を学習しており、主な気体の性質は学習済みである。 

本時では、酸素・二酸化炭素の発生と捕集、確かめ方を実験で行う。 

次時には、水素・アンモニアなどの気体の特徴を演示実験等で確認する。 

 
 
５．本時の目標 
 ・ 酸素の発生、二酸化炭素の発生ともに、それぞれ数種類の方法から１つを選択させる実験であり、

実験結果を共有することにより、発生方法に関係なく、酸素や二酸化炭素には固有の性質があるこ

とに気づく。 

・ 発生させた気体を適切な方法で確かめ、確定することができる。 
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６．本時の展開 

生徒の活動 教師の支援・使用コンテンツ 
あいさつ 

 

プリント配布 

 

復習 

気体の性質と収集方法の確認 

 

●収集方法について復習 

・水への溶け方による収集方法の区別 

・水にとけない、とけにくいものは水上置換法 

・上方置換はアンモニアのみ 

 

・空気に対する重さの違いによる収集方法の区別 

・空気より軽いものは、上方置換法が使えるが安全面か

ら水素は水上置換法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発生した気体を確かめる方法の復習 

 

酸素はどうして確かめる 

・線香の火を近づけると炎をあげる 

 

 

二酸化炭素はどうして確かめる 

・石灰水を白くにごらせる 

 

 

 
 
 
・捕集方法の名称と特徴を確認する。 

・コンテンツを使い確かめる。 

『これで完璧！実験の基本２００』 

（http://www.rikanet.jst.go.jp/contents 

/cp0100a/contents/5050/5050.html） 

 

 

 

 

 

 

「気体の発生と集め方〔水素〕」 

「気体の発生と集め方〔二酸化炭素〕」 

「気体の発生と集め方〔アンモニア〕」 

・各コンテンツとも収集方法の部分のみを見

せるために、途中から始める。 

・水にとけなければ、水上置換法を用いるこ

とを強調。 

・上方置換法については、安全面からもアン

モニアのみ。 

『身の回りの物質を色々な角度から見てみ

よう』 

（http://www.rikanet.jst.go.jp/ 

contents/cp0140e/start.html） 

 

 

 

 

 

 

「火を近づけたら〔酸素〕」 

「石灰水に通す〔二酸化炭素〕」 

「火を近づけたら〔水素〕」 
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水素はどうして確かめる 

・火を近づけると小爆発をする 

 

アンモニアはどうして確かめる 

・においで判別 

 

実験の説明 

 

 

 

●実験の計画をたてる。 

発生方法の選択 

・使用する物質から、どんな気体が発生するか予想する 

 

収集方法を検討する 

・予想した気体の性質から収集方法を決める 

 

発生した気体の確認方法を検討する 

・「線香の火」「石灰水に通す」「火を近づける」「におい」

から実施する順番を決める 

 

●実験準備 

実験器具をセットしたものを配布 

気体を発生させる試薬等を配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験開始 

●気体を発生させる。 

・気泡を確認する 

 

・アンモニアはにおいで判断する 

・生徒の発言、ささやき等には耳を傾け、肯

定的評価を行う。 

 

 

 

・班ごとに２つの発生方法を選ぶ。発生する

気体を予想して、収集方法や確認方法を決め

る。 

 

・選んだ方法で発生する気体を予想して実験

計画を立てる。 

→プリントに記録。 

→収集方法については、複数ある場合は水上

置換法を選ぶ。 

 

→確認方法は、その方法で確認できなけれ

ば、他の方法を実施。 

・プリントに記録をするよう指示 

 

 

・同じ発生方法の班を意識させる 

 

・コンテンツを使い実験説明 

『これで完璧！実験の基本２００』 

（http://www.rikanet.jst.go.jp/contents 

/cp0100a/contents/5050/5050.html） 

 

 

 

 

 

 

「気体の発生と集め方 酸素」を使って実験

の手順を説明。ただし手順４はとばす。 

注意：ゴム管の捻れ等による破裂、 

    収集時のフラスコ内の空気のこと 

・実験中は、机間指導を行う 

→危険な行為、注意事項など 

 

いろいろな方法で発生させた気体が何であるか

を調べる 
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７．参考資料 
 サイエンスチャンネル 「知ってる？」  

（１１）固体と水中の圧力 圧力と面積 大気圧 

（http://sc-smn.jst.go.jp/8/bangumi.asp?i_series_code=B030610&i_renban_code=011） 

サイエンスチャンネル 「知ってる？」  

（９）いろいろな物質 金属について調べよう 金属以外について調べよう  

（http://sc-smn.jst.go.jp/8/bangumi.asp?i_series_code=B030610&i_renban_code=009） 

サイエンスチャンネル 「知ってる？」 （２）気体の性質・気体の種類を探る・物質状態変化 

（http://sc-smn.jst.go.jp/8/bangumi.asp?i_series_code=B010610&i_renban_code=002） 

 

８．理科ねっとわーく、及び、デジタル教材の改善について 
  動画等で音や音声がある方が使いやすい。音については、ボリュームを絞ることで活用者が選択でき

るので音や音声はつけてもらうと使いやすい。 

●決めた方法により、気体を試験管に集める。 

・気体の出始めはフラスコ内の空気が混ざっている 

 

●試験管に集めた気体を確認する。 

・確認方法の順番で行う 

・確認できるまで方法を変える 

 

●実験の結果をまとめる。 

 

 

 

●結果の発表 

・どんな気体が発生しているのか。 

 

 

班毎の結果を発表しまとめる。 

 

●各班の実験結果より考察を行う。 

・発生方法がちがっても、同じ気体が発生している。 

 

 

 

●実験の後片付け 

 

●レポートの提出 

 

あいさつ 

・結果は必ず記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

・各班の結果を、黒板に集約する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験器具の後片付け 

 

 

・レポート（プリント）の提出 

 

発生した気体が何であるかわかる 

発生方法によりどんな気体ができるのか 

気体は、いろいろな方法でつくることができる。 
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９．授業風景 

 

＜研究を通しての成果と課題＞ 

(1) データ（アンケートのまとめなど） 
 

 
 
 
 
 
 
 

  理科の授業では、生徒は実験観察を非常に楽しみにしているが、それと同じぐらいの割合で授業

でのコンテンツの利用を期待している。 
  今回の研究目標として、「興味関心」「注意力」の向上をあげていることから見ると、 
Q,理科の学習に対する気持ち（好き嫌い）に変化がありましたか。 
  小６生の時に比べて、とても好きになった・・・・・・5.9％ 
  小６生の時に比べて、少し好きになった・・・・・・・38.2% 
  小６生の時も今も好きなのは変わらない・・・・・・・29.4% 
Q理科が好きになった理由としては、 
  「授業で実験・観察をたくさんできるから」、「コンピュータなどの機器を使った授業を受けられ

るから」が上位を占めており、今回の実験観察とデジタル教材の融合という点からは、大きな成果

が見られたと考えられる。 
自由意見の記載では、 
「映像をずっと見たい」12 

「わかりやすい映像や説明をコンピュータで見たい」12 

「学校でできないような実験も映像で見たい」４ 

「映像で見て、実験がわかりやすかった」48 

「わかりやすく、楽しかったので続けてほしい」４ 

「コンピュータを使った音の授業は印象的であった」20 

「映像がとても印象に残っている」８ 
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(2) 先生（ICTの使用や授業づくりについて具体的な事例） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 成果   
 「勉強に対する興味関心を持たせる」こと、「授業での集中力を高める」ことの目的は達成できたの

ではないかと考える。抽象的なことなどを動画や映像を通すことで、理解が深まった。また、黒板や

図解のみでは理解することが難しいことも、動画を使うことで、実物を見せること、疑似体験させる

ことなどで直感的に理解できることが多々あった。 
 実験手順などは、コンテンツを使用することで時間短縮をすることができ、その分実験や考察に時

間を回すことができた。 
② 課題 
 コンテンツが限られているので、「どこで」「何を」「どのように使うか」をしっかりと計画しておか

ないとただ見せるだけで終わってしまう。コンテンツを見せた後に必ず、生徒たちが考える時間、問

題、考察などが必要ではないか。また、毎回見せることに力を入れると慣れてしまい、新鮮さによる

集中力を高めることへ影響を与えるように気がする。出し惜しみするぐらいが適当ではないかとも考

える。 

(3) 児童・生徒（授業中の発言、反応、取組の実態から具体的な事例） 
① 成果 

コンテンツを見ることで、内容が理解できるために今の生徒には適しているように思う。生徒た

ちもコンテンツを見て「よくわかる」と言っている。実験の手順にしても、教科書にくわしく書い

てあるが、それを読むことより画面を見て実験を実施した方が大幅な時間短縮と手順を何度も聞き

直す生徒が減った。 
② 課題  
  コンテンツを見ることで理解を深めることはできているが、物事を考えるという「考える力」に

ついては、育っていないように思う。内容が見て直感的に理解できるので、考えると言う手段がな

かなかとりにくい。コンテンツを見て、それを手がかりに別の疑問、知識を導き出せることはでき

ないだようか。 


